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芙払現租に51て珊左脳 の梗Tr屯はi生半がJt知事と もうーっ;三悠CR3Ld]の淡政にある架分NFo掛 へ

生じ易いことは上く知られた現象eある｡これら:使方 及ぼすまI苑正に上ろ庄拓b:題枇 仏に先行し反応の関

白妹の本m たちのLlもろか,掛 三二･X的井凹に上る 飽お粥■にするために短も上されてゐろ3ifn事旺 の弼

ものでもろか比例か Cない柚Lqある. Dでも-bJ｡
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の】卦缶には軒並に如 された軌 につき軌 内Lこ珊

に捌 き書棚 合を;6えるのCあって'柵 こ多くの

水分t:合材せしめたも州 を広し潤 に吏戴せし

めたものl郎二つ‥ て,エ考え.'Lt,･ことにする.例えだ=

棚 につ～､て鞄順 やLT710%取外ま一日毘
課せしめたものは吸誹 の村火と共 に痔迫 は妹蓑す
るJ)ことが考えられるL州 Cに比書の奴少や.k

J鵬 川によっても紳 士伽 L易くなるrl庄◆?

もろ.又托性現屯には方.hJ如 :もが し即 に最初

o介在した書合に洲 に三郷 絹 止することもも

りはるが'之相 は-Zi考壬に入札で,J3甘む工
期 点く≡柵 榊 とLで宰批 軌 こ

棚 と生すろ脚 脚 たY.管下概 只も

2+ 3棚 t稚Jも

実 ta l 僻 ち安定性の軸

-::,_:-1'-It +
td I

Eqlの如く柵榛日脚 勘のままゝ恨 37uw 内

原 3.5mL"耶 こ光外し六W ℡にて起煉せしめ①

◎㈹ 連七 r-トリック法にて】l曽した○碍

煉獄はぺyス リット棚 と用い,JDIZよりlo

ほ までは榔 ロか二m取 掛ナすそのまま耶
巾に押入し,Ho.[2上Lp.～ :L5までは棚 む回

の如く州 した○
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この辛BLに上れば歌廿にI色とせず斡Z)まま9tHLJた

特別土俵内の粗 1佃F'れす一文組曲脳はFl珊gE虫yi
〟.∫/,つきの伽 州 こもI),hi7J由..iはぜ劫にt､戊L.:

佑J-Jことはない様で.LJ" .也･-iy迎dLFtLがTtくて瑠

ヨb鉄Ti:iる上-T.ち-_･ら.三,残℡iKt生すちET四･二
之･tT一応の最gl.tつくが.以上の集Jlon世 勺､1･ここ

の票敬はtらわな 'ヽ○

完 汝 Ⅰ,外為隼荻の影響の実yE

こ=･..･.t外苛鼓Ro珊 t;にころ7'.q hJh母見放につ

いての明Jtt-穴みた.也ち砂上棚 と帥 丑にBfL巾
に於けろ苑雌とのft枚及つ軌 ll:こ於･トろrJ狩 の環海tJ～

紀を関 れ た.水中和 !･ニ望.5㍍くれび 3SLnM の-/

ジキ管内に印哩一束づつt色のままmrを加 ､てgtめ

これを柿 下 5恥 '二女でtt.下.*しめて韓は屯■t'河召
した｡池は盆欣D岩石J･に州来た水別 で直払 い 4LJl
中央招き80cLr'｡ ブリキ℡t=椛にして沈めたのLtg!J&
托作t行い易いのと水のi!入tこ上ろ扶養.L'泣けろZLと
Llもt),明pS･水和 こて行ったDは*Fl輔恥こ近い性
見な典えろからその輔射 t弧 内Oそれと近似の仕を

gtIちとTj.tたかLZ,Lqある.欽哲は内Tb37."mr即す35

けIZ)1である.
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繋中細 は実Jt囲W ･;よ棚 同点七宗す｡

式に云す3つの契●は伽 虹IJに於て告辞酸化鉄q

のせ望:こ対Ltm d:に現在に耶 LLで食事壬 】牧 "･

崇gtして頓 した性合亡もl).約 〇として7i'-ざ
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Jt殆んと生じなかったにかかわら･r抑はは完規して津 鞘t取払なかった.
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r だ驚 三芸冒1号詑 肌 的 ztDこち

=55 5tlDAIはiヒ切t)と,3 :三 色
240 霊芝脚 に て

Z00 琵驚 喜霜 …製 空 文 ㍍

胡t" - こそ包まと慧望23に lご
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L.ql-JtlO'(-:こ加.生して:別L:A:せたも¢こもる｡

この'Rjkより才こDことが感GFCLl咋 7..
FEl知品とi((旦b瀦戎そのと,̂Bt又Lたちは .こJL捜

･15:lSC"一に茂ん2II-,L二一.=I▼Et.三Ei..打するも0<

事,tてよ､･.

◎この攻SL類丑綾6カJiT_,破過したく.OI.1年吐3乃

玉4本ElにてgLGf.まけ止ナ石.lriLとのlSLtfll溌3d
¢按DFrH七持去すると哩考●石生拝する.
甘口粥点セPZ落その士と製茶したJ,e合 とも羊行う一

2081mに,～_-ちとIl打つ仲止す,1胞 のカ5:多く･-A-ち.

r!)凹化しZ:ものについてはtbL¢粥姓そ7)とjlOJ方

今には発出2乃至3大EIに-=叫Jtiさ好止する.包しこ
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謀は伝任しあくTLも)
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Tt'き如 :達は.=t7Lでい なTい. この二三一.マ恕輔と怨悌
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田化したFRr3'f偶書O渡か ;考えT,1･J_.
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新鮮な印棚L-現Z)と士折蓉Dブリキ廿につめr-I
リタ7/#二に上b淫遭一･匹!苛Lf.=.
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3吊 豊 川 ;.Z冨 36C.3m 諾 器
類包摂のない神 棚 のきjL7_-ら.ご句は Z伽11"

I.1も僅遭はかなbJ..きいことが洩らTL,ち.

杖上の387!hの地先を控吾して衣増 i=考琵･T乙.

汀札内lこ托N'idに弘III;t71た._qき萌良が可i8,円化又

はRELてるTZい駅l)&賢筆は*.じ/i-い.下菜i･'j:ザ

ミTg四･三'qtiⅦめ択b折目のGE方:こては遵jL･甥

断された印式の甲臨4)感度81掛 ､たpJ.iI{鳩に鑑ろも
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のと考えられる.申ち猶の本性に姦くは適の弊冠3:那

泣いた45'又は先行EE樹のた45妃q;になって改新紫と
集ずるbeはなく,上3Iのb]くほjEDG推しtlい外的

条件e'才見に上って生するのでもろ.史に浪汀すれ.ど
死空が盟邦の荷田とはなく蜂宙と生t;た仏恥 はFEに

よいEB;に軌 ､tEでにB;磁宅化するものである.

払少に米壌JBに当り群JE川と偽った.太平軒7:甜t

(Z) 17(功平出 柁鉱火車芋 叩 く哨 22)

(2) Ilだ､･7･lJlg,̀11110HlALI.llhI)∫7)LJiomt･ol･'-

T53(1948)

(3) lJJ火月,放 火兵サ由江3℃4I33DB(昭 rT)
rJF木地だ,太賀正 IU辞会社31懲 Zや 心
(明 は)

(4) I打坊中足=輔乾火紫学 L･4(昭 ご)

正男祈並に架JLに沼力され珊 古津詔,Lt町政喝IiLT 鈴木補給 火帯協全仏2芯3t5223(q E6)

に深井O-桝k 表ずる.
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(5) 山本弛姓･火柴協:三社3懲 445316(鴫 17)
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高周波感応による電気雷管の発火

茶二親 高岡波戟頒掌正についての東塔

(粥 和 27年 9月 SZa受 忍)

岡 崎 一 正

(7K沫大卒工学河火l芯Ej:穴旬)

Ⅰ 挿 す

石見波長t毛装置は月93;む如く石屑技郎与◎t領内モ

歌 姫杜折 花周波t界によって集ずる併ql経机1-L!j

用して榊 旺する熊tcもろ｡1をって布月法撤 器

を主任とすらもOeもかF'上記tBilJ)で't甥 Z)こと
この笈■のFIL並に放てtt丸ttr鬼火O可馳 :7t分

にあるも◎と考えられる.

it年内Cの3%火は例えt三毛火王,i･飯 蛇功とする上
うな湊合に巧だ句に1-_･I)'これについても三肝 O奨Jki,

Ft=*たb:束だ毛分に芸火王の花火と貢正する苫田千Hl

の,46tをまめ得る迄に至ってたい.?Lit.土～て三先ZE

①'対立に於l+る実■について比べrD.
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